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課題１：『探究』第 II 部の全体像の解明 
   問１－１：第 II 部の目的とは何か 
   問１－２：第 II 部は、どのように構成されているのか 
課題２：心理学の哲学テキスト群における個別的主題の系譜的分析 
   問２－１：それぞれの主題がどのように形成、展開されたのか 
   問２－２：各主題はどのように連関しているのか 
                                                   
1 アスペクトに影響を受けて「理論負荷性」を論じたハンソンを筆頭に（cf. Hanson(1958), (1969))、
ウィトゲンシュタイン解釈者たちもさまざまな研究を提示している。意味体験に関しては
Bouveresse(2007), Diamond(1991), 古田(2018)や ter Hark(2011)、アスペクトについては野矢
(1986)(1988), Verdi(2010), 山田(2015)などが主要なものとして挙げられる。ほかにも、Day and 






































『探究』第 I 部最終版の完成から第 II 部作成までの三年間のあいだに、ウィトゲンシュタイ














第 II 部であることは疑いない。そこで次節では、第 II 部に含まれるテーマを示すことで、心理
学の哲学テキスト群でどのような主題が扱われているのかを、概観しておきたい。 
 
２節 『探究』第 II 部を構成するテーマ一覧 
 
心理学の哲学テキスト群で登場する諸テーマを概観するには、『探究』第 II 部をみるのが早道
である。第 II 部以前のテキストにおいてのみ語られるテーマもあるが、ほとんどのテーマは第 II
部にまとめられた。 
『探究』第 II 部は、計 372 の節が 14 章（i～xiv）に振りわけられるかたちに構成されている。
おおむね一つの主題に一章が当てられるかたちで、章立てがされているようであるが、vii 章と xi









表 1-1『探究』第 II部の主題一覧 
章（節）番号 主題 章（節）番号 主題 
i (1-6) 生活形式、生活の型 ix (67-85) 内観 
ii (7-16) 意味体験（多義語の意味） x (86-110) 信じる、思う（glauben） 
iii (17, 18) 表象像 xi (111-364) アスペクト、意味体験など 
iv (19-26) 他人のこころ |xi-1 (111-261)  アスペクトを見ること 
v (27-34) 心理学 |xi-2 (261-300)  意味体験 
vi (35-51) 意味体験（語感） |xi-3 (301-364)  他人のこころ 
vii (52-55) 夢と像 xii (365-367) 概念形成 
|vii-1 (52, 53)  夢 xiii (368-370) 思いだす 
|vii-2 (54, 55)  像 xiv (371, 372) 心理学 

















  （Budd(1989), Chauvier(2007), Hacker(2010), Moyal-Sharock(2004), Schlte(2000),  
  ter Hark(1990), von Wright(1982) ） 
二．哲学的混乱の治療、哲学的混乱からの解放 
  （cf. New Wittgenstein, Fischer(2011)） 
三．哲学的混乱からの解放、および、新しいやり方の提示 
  （cf. Hutto(2003, 2009), Kuusela(2008, 2013)） 
 
                                                   
2 もう一つ、『探究』第 I 部と第 II 部はいかなる関係にあるのかという争点があり、三つの見解が示
されている。 
 
一．第 II 部は第 I 部を改訂するために作成された 
（Anscomb and Rhees(2001), Monk(1991), Venturinha(2010)）  
二．第 II 部は第 I 部とは異なる新しい方向に展開している  
（Hacker(2010), Kerr(2008), Moyal-Sharrock(2004), Schulte(2000), von Wright(1982)）  
三．『論考』から『確実性』まで、ウィトゲンシュタイン哲学全体の一貫性を重視する  
（ter Hark(1990), cf. New Wittgenstein, Venturinha(2010) ）  
 
まず、『探究』第三版までの Anscomb、Rhees の序文、すなわち「ウィトゲンシュタインが自身の





「『探究』第 I 部は完成した著作であり、1946 年以降にウィトゲンシュタインが書いたものは、新し
い方向性への発展を何らかの仕方で示している」（vonWright(1982) p.136）という見解を支持する
立場である（二）。第 II 部と呼ばれていたテキストを第 I 部と切り離して『心理学の哲学――フラグ
メント』とした『探究』第四版や、『探究』第 I 部以降の展開をそれまでとは区別して、「第三のウィ
トゲンシュタイン」とする立場はこの見解に基づいている。  
最後に、『探究』第 I 部、第 II 部のみならず、ウィトゲンシュタイン哲学全体に一貫性があると主
張する立場が可能である（三）。「ウィトゲンシュタインの思考には重要な連続性がある」































































・『探究』第 II 部の作成過程と作成目的の齟齬 
 
ウィトゲンシュタインが言及する心理学的概念全体を見わたせば、そこには当然ながら、感覚や








































































～138, 169, 144）と、三冊のタイプ原稿(TSS229, 232, 234）が含まれる。これらのテキストの作









表 3-1 心理学の哲学テキスト群の作成過程とテキストの分類 
作成時期 テキスト番号 テキスト分類 
1945~46 春 TS227（PI1 最終版） PI1 最終タイプ原稿 
1946 春~47 秋 MSS130 中盤～135 前半 一次手稿１ 
1947 秋 TS229（RPP1） 一次タイプ原稿１ 
1947 冬~48 夏 MSS135 後半～137 前半 一次手稿２ 
1948 秋 TS232（RPP2） 一次タイプ原稿２ 
1948 秋~49 初夏 MSS137 後半～138（LW1） 二次手稿１ 
 MS169（LW2 所収） 二次手稿２ 
 MS144（TS234 の下書き） 最終手稿 




1946 年春から 47 年 11 月までの考察（MSS130 中盤～135 前半）が、タイプ原稿 TS229（『心理
学の哲学１』、計 1,137 節）にまとめられ、1947 年 11 月から 48 年 8 月までの考察（MSS135 後






















（『探究』第 II 部）である。『探究』第 II 部が心理学の哲学の最終的なテキストかどうかについ
て、研究者のあいだでコンセンサスはまだ成立していない9。しかしながら、少なくとも事実上は、
第 II 部の元になった TS234 以降、かれはタイプ原稿を作成していないことを踏まえ、本稿では








































































                                                   






















表 4-1 ムーヴメント表 
 期間 MSページ番号 RPP（節番号）への載録 
MI 1946 春 MS130 pp.56~147 RPP1 34-49, 6-33, 50-90 
MII 1946.5.26~9.7 MS130 p.147~MS131 p.207 RPP1 91-381 
MIII 1946.9.7~1947 秋 MS132 p.192~MS135 p.146 RPP1 382-1137 
MIV 1947 冬～1948 夏 MS135 p.146~MS137 p.76a RPP2 1-305, 355-414, 306-737 
 
『心理学の哲学１』（TS229）に載録されるまでの考察を三つ（MI~III）に分割し、『心理学の哲





表 4-2 各ムーヴメントの主要テーマ 
MI 予備的考察（以降扱う主題（意味体験、アスペクトなど）の列挙） 
MII 意味体験に関する考察 

























５章 MI（MS130 中盤）の分析 
 
手稿の読解を開始するうえで、最初にはっきりさせるべきは、そのはじまりをどの時点に定め
るかであろう。テキスト上にこの区切りをみいだすのはそれほど困難ではなく、MS130 の 56 頁
とするのが妥当である12。そこから、手稿において最初に日付が確認されるのが、1946 年 5 月 26



























                                                   
12 MS130 の前半、23 頁までは文章のかたちをした考察が書きこまれており、これらのなかには『探
究』第 I 部への載録がみられる（PI 589, 606 etc. 計 10 節）。その後、ほとんどが文章になっていな
い事項を並べたメモ書きとなるが、これらは、第 I 部の諸節の一部をなす文章や、それらを箇条書き
にしたと思しき内容である。たとえば、「想像は像ではない。しかし、像は想像に対応することがあ
る。」という文は第 I 部 301 節にみられるし、「意味：言葉の眼目
．．
」（p.43）は 567 節を思わせる。こ









































                                                   
13 本節は、菅崎(2017b)を一部用いている。 
14 意味体験を理解するための比較事例としての言及（cf. PI2vi44-49）、およびアスペクトを見ること




























































MS130 p.67, RPP1 40, PI2ii15）。要するに、意味のちがいをこころのなかに生じることによって
説明しようとする考えである。この問いは、意味体験に関する議論の一角をなし、以降重要性を
増していく。 






                                                   





















































                                                   
20 似たような論点は、『探究』第 I 部にもすでにみることができる。cf. PI1 530 




















































「その図 X をわたしはいま A として見ている」と言うとき、X とその解釈 A という二つのもの
があるはずだと思われる。それなのに、「見る」の対象としてわれわれに提示できるのは、図 X の
みである。しかしそれでは、複数の解釈のちがいを示すことができない。X と A、二つのものを














































A をある場合には解釈 B を、ある場合には解釈 C を、われわれは与えることができる。そし
てそのときには三つの直接経験——図の見え（Sehen）——A', B', C'も存在し、A'は解釈 A
に、B'は解釈 B に、C'は解釈 C にうまく合う。それゆえ、解釈 A をそれにうまく合う見え方
の記述として、われわれは使うのである。（MS130 pp.92-93, RPP1 9） 
 
直接経験は実際にはいつも同じなわけではなく、毎度異なっている（A', B', C'）というのが、こ
の主張のポイントである。そして、直接経験 A'がある場合には、それと照らして解釈 A がうまく




いったいどうやって経験 A'を同定するのか」（MS130 p.93, RPP1 10）、「そもそもわたしがこの
経験について知っているということにどうしてなるのか」（MS130 p.95, RPP1 12）という疑問に
答えられないからである。直接経験という媒介項を説明に加えたところで、より多くの問題を抱
えることにしかならないということだ。かれは、あくまで「解釈は間接的な記述なのではなく、



































































































わけではないということである（cf. MS130 pp.71-72, PRR1 45, PI2xii365）。 
ここで示されたかれのスタンスは、すでに完成されたものだと言える。ここで示された考察が、
ほとんどそのまま、『探究』第 II 部の xii 章を構成することになる。 
 





























   ζ（内観） 
 η（信じる） 
δ（意味感覚、意味盲） 
































にはなりきれておらず、それが明確に提示されるのは、つぎのムーヴメント II の冒頭となる。 
  







６章 MII（MSS130 後半〜131 終盤）の分析 
 
MS130 ではじめて日付が入れられた 147 頁（1946 年 5 月 26 日）の後、二ヶ月ほど日付の記




段落するのが、MS131 の終盤に当たる 207 ページ（1946 年 9 月 7 日）である。以上を踏まえ、






MII-1（MS130 pp.147-211, 1946.5.26-7.28）：どのような哲学的問題が扱われるのか 
MII-2（MS130 p.212-MS131 p.68, 1946.7.22-8.19）：問題のある解答の検討 



















155, 1946.5.26-7.22, 最後の一段落のみ RPP1 95） 
 
                                                   


























１項 MI の論点まとめ 
日付を入れた最初の考察は「経験、体験の『内容』」について（MS130 pp.147-148, RPP1 91, 
1946.5.26-7.22）であり、一つ別の考察を挟んで26、ある部族のふるまいを、かれらを奴隷にする





は歯痛とはどのようなものか、わかっている（kennen）。（MS130 p.147, 1946.5.26-7.22, 
RPP1 91） 
                                                   
26 二つ目の話題は、「同じ語」についてである（MS130 pp.148-149, RPP1 92）。「『Bank』（複数形
『Banken』〔「銀行」の意味〕）と、『Bank』（複数形『Bänken』〔「ベンチ」の意味〕）は同じ語なの
か」「 『Ich habe ein Haus（わたしは家をもっている）』と言うとき、『Ich habe ein Haus gebaut
（わたしは家を建てた）』と言うときの二回で、その「habe」という語〔前者は動詞、後者は助動詞〕
は同じ語なのか」（MS130 pp.148-149, RPP1 92）が問われている。これは、前章で確認した、多義




























〔ものを表す〕表現のかたち」（MS130 p.149, 1946.5.26-7.22, RPP1 93）を記述するという方法
である。意味感覚やアスペクトを見ることをわれわれは、実際の生活においてどのように表現す
るのか、その「ふるまいのさまざまアスペクト」29（MS130 p.149, 1946.5.26-7.22, RPP1 93）を
記述するという方法である。 
つまり、MII-1（MS130 pp.147-211, 1946.5.26-7.28）において成されたのは、まず MI に登
                                                   
27 歯痛から、以下に挙げる多義語の意味まで、英語で書かれている。 










































































































































る」（MS130 p.158, 1946. 7.22-28, RPP1 97）という「像」（κ）である。けっして外面には表さ
なくとも、内面ではある精神的な過程が生じているはずだ。そして、そのときに自分の内側を覗

































































３項 まとめ――MII-1 の流れと MI との対応 

































































































（MS130 pp.214-215, 1946.7.28, RPP1 161）からである。換言すれば、「過去の（あるいは少な

































































































































































についての表象にするのは、何なのか」（MS131 p.62, 1946.8.18, RPP1 262, 
PI2iii17）ということである。スケッチに描いたイメージがどんなに鮮明にあろうと、さらにはか
れの名前を加えようとも、それだけでは、ロック歌手の K を「意味していた」ということにはな






















                                                   
34 元のアイディアはジェームズからとられたと推測される。cf. MS130 pp.235-236, 1946.7.31, RPP1 
173, James(1950) vol.1, p.280. また、『探究』第 I 部にも言及がある cf. PI1 319-320 
42 
 



































                                                   
35 これらが対象としているのは、「N から手紙をもらった」という発言の「N」についてである（cf. 





































（MS130 p.257, 1946.8.3, RPP1 192） 
 
声に出された文が、まさに「パン屋に行かねばならない」という意味をもつのは、「言葉に伴われ
























































                                                   














て分量も少なく、『探究』第 II 部への載録もない。その理由の一つは、解答 b のように「これ」
の候補を複数挙げられないことがあるが、こちらの立場は、ウィトゲンシュタインの考えをより
ラディカルにした主張だということにも依ると思われる。その意味で、かれの立場との親和性は
























































































































































































































































































「こう」には異なる像が対応しているのである。（MS131 pp.190-191, 1946.9.3, RPP1 369, 

















                                                   





















ここから、新しい思考法への転換をみていくことになる。期間にして言えば、1946 年 8 月後

















                                                   
39 ウィトゲンシュタインが「プリミティブ（primitiv）」に込めている意味を、確認しておきたい。
『探究』第 I 部において、この形容はしばしば「言語」に対して用いられ、四つの名詞のみから成る































































きに、わたしはさまざまなことを想像することもできる。（MS131 pp.69-70, 1946.8.19, 


















てきた」（MS131 p.70, 1946.8.19, RPP1 265）と、言われている。ここで考えるべきは、実際に
われわれは何を想像し、どんな絵（像）を描いてきたのかということである。二種類の像を、か
れは挙げている41。 
                                                   



































                                                   
42 対象の代わりをする像（絵）という考えは、対象と表象の関係に関する一つの理解であると同時
に、言葉に関する考えも暗示していると解すべきであろう。つまり、「語は対象の代わりをするとい















































                                                   






































                                                   
44 手稿においては、「ある意味では一方を、また別の意味ではもう一方を〔語っているのだ〕」である






























































































































い！（MS131 pp.161-162, 1946.8.31, RPP1 345, PI2iv26） 
 













「『わたしはあたまのなかで考えた』と言いたい。」（MS131 pp.169-170, 1946.9.1, cf. RPP1 
352） 
 
                                                   


























































































                                                   
51 『ラスト・ライティングス１』では、「その言葉には、ある雰囲気がある」という意味感覚の表現が
「像的な表現」と呼ばれている（cf. LW1 726）。 
52 これは、言葉はその意味の写像であるかのようだという感覚であり、ここで使われている「像」と



































られる」（MS131 pp.156-157, 1946.8.30, RPP1 343）ということだ。われわれはいまや、「『ここ
ろ』を書いている夏目漱石」というタイトルの絵なら容易に想像できても、「『富嶽三十六景』を
描く夏目漱石」を想像しようとしても、「どうもちぐはぐで苦笑してしまうようなことしか想像で
きない」（cf. MS131 p.152, 1946.8.30, RPP1 338, PI2vi51）54。「夏目漱石」と『こころ』、かれ
の肖像という組みあわせは、そうした習慣を経たものにとっては、すでに一つの範例なのである。 























































































































































































































































４節 まとめ――MII の準備稿における位置づけと『探究』第 II 部との関係 
 

















































                                                   





『探究』第 II 部の vi 章にはこの事例が挙げられておらず、v 章からのつながりはみえづらくなっ








表 6-1 MIIにおける主題と『探究』第 II部の対応関係 
章 主題 本章の対応節 章 主題 本章の対応節 
ii 多義語の理解（β2） ２節 v 心理学（θ） ３節１項２ 
iii 表象像と志向性 ２節２項１ vi 意味感覚（δ） ３節２項３ 





７章 MIII（MSS131 終盤～135 前半）の分析 
 
精神的な過程に関する問い甲から表現に関する問い乙への転換にまつわる一連の考察が一段
落したのが、1946 年 9 月の前半（MS131 p.207, 1946.9.7）である。一つの課題に解決が与えら
れたことを考慮し、ここにムーヴメントの区切りを置いた。心理学の哲学テキスト群の思考全体
に照らせば、MIII は、４章でも述べたように、MII の補足と MIV の予備的考察によって構成さ
れていると解釈することができる。 
MII の考察がまとまって以降、かれの思考は徐々にスローダウンしていく。そして、9 月末に
ケンブリッジに戻り57、10 月から翌 47 年 5 月まで心理学の哲学に関する講義を開講している58。
多忙な大学生活であったのであろう59、この頃のウィトゲンシュタインは、自分の考察にのみ集
中的に取りくむということが困難な状況にあったと推察される。それでも、10 月の中頃までは、
『探究』第 II 部へとつながる考察をつづけているが、19 日（MS132 p.192）からは、手稿ノー
トを講義内容のメモとして使うようになる60。そしてこの学期が終わるとすぐに、ウィトゲンシュ
タインはふたたびスウォンジーへと向かったようである。ノートを心機一転した 1947 年 7 月 12
日（MS135 p.1r）からふたたび旺盛な執筆がもどり、アスペクトを見るというスレッド（ε）が
浮上してくる。そして 8 月以降には、ウィーンなど次つぎと滞在先を変え61、手稿の日付も 8 月
3 日で一度とまっている（MS135 p.139）。その後帰国したウィトゲンシュタインは、ケンブリッ
ジに辞表を提出し、この 1947 年の秋でかれの大学教員としての生活は終わることになった62。そ
して、このケンブリッジ滞在中に、MS130 中盤から MS135 前半までの考察を選別し、タイプ原
稿 TS229（RPP1）が作成される63。以上の 1946 年 9 月 12 日から、タイプ原稿を作成し終える





MIII-1（MS131 p.207-MS132 p.192, 1946.9.7~10.18）：MII の付論 
MIII-2（MS132 p.192-MS134 p.184, 1946.10.19~1947 夏）：講義ノート 
MIII-3（MS135 pp.1r-146, 1947.7.12~11.9）：MIV の予備的研究 
                                                   
57 夏の休暇が終わり、9月30日にかれはケンブリッジへ戻っている。「今日、ケンブリッジに到着し
た。至る所に嫌悪を覚える。人々には優美さがなく、わざとらしいし、傲慢だ。大学の雰囲気には、
吐き気がする」（MS132 p.85, 1946.9.30）という日記が残されている。 




60 『講義録 1946-47』のうち Shah の記録には、1946 年 10 月から翌 47 年 5 月までの日付が記入さ




62 つぎのミケルマス学期（10 月～12 月）まではサバティカルとして在籍はしている。 








１節 MIII-1：MII の付論 
 
9 月中旬からひと月ほどのあいだ（MIII-1, MS131 p.207-MS132 p.192, 1946.9.7~10.18）に
確認されるのは、主に、運動感覚（π）、内観（ζ）、信じる（η）、アスペクトを見ること（ε）とい
























                                                   
64 言及されるテーマ自体は『探究』第 II 部にみられるものであるが、ここでの記載から載録された
のはごく少数の節にとどまる。ii〜vii 章のおよそ半分程度の節がすでに書かれていたムーヴメント
II とは、考察の完成度においてちがいがあると言わざるをえない。viii、ix 章については MIII から
の載録はない。x 章は計 25 節であるが、そのうち 6 節が、xi 章は計 254 節のうち 12 節が MIII か
らの載録である。 
65 運動感覚については、他にも、たとえば喜びというこころの状態は喜んだ顔の表情、その身体的な































































だ――」（MS132 p.68, 1946.9.26, cf. RPP1 444）と言えば、
「私的な直示的定義」（MS131 p.217, 1946.9.8, RPP1 393）が可能だと前提しているからにほか
ならない。そして当然ながら、ウィトゲンシュタインはこの種の考えには、けっして与しない69。 
 













ばならない」（MS131 pp.214-215, 1946.9.8, RPP1 391）。しかしながら、それは不可能である。な
ぜなら、「その動きの感じを正しく再現するということが、この場合に意味するのは、その動きを外













（MS131 p.101, 1946.10.3, RPP1 473）ことなのだとすれば、「でもやっぱり、『わたしは思った』
は、『わたしは思う』が現在において言っているまさにそのことを、過去において言っているはずだ！」
（MS131 p.102, 1946.10.13, RPP1 476, PI2 x89）ということになる。しかし、われわれの言語実践
に照らせば、それは事実ではないということである。 





































う xi-1 章は、MII の援用にはとどま
らない。その本格的な考察は、ムーヴ
メント IV にて展開される。 
 
 
２節 MIII-2：講義ノート  
 
先にも述べたように 1946 年 10 月の中旬から、手稿ノートは講義メモとして使われるように
なる（MIII-2, MS132 p.192-MS134 p.184, 1946.10.19~1947 夏）。それに伴って、すでに結論の







ix 補足 内観（ζ） 








ト IV の方向性が示されているからである（３項）。 
  

















たしが求めているのは、厳密さではなく、展望がよいこと」（MS134, p.83, 1947.4.2, RPP1 895）
なのだと、かれは言うのである。 
  


























































３節 MIII-3：MIV に向けた準備 
 
1947 年の 7 月中旬から、再び連日の考察が書き込まれるようになり、大学生活によって中断





















１項 アスペクトを見ることに関する二つの誤った立場  
先に、アスペクトの表現として「色やかたちは同じままなのに、視覚像が、すなわちその体制











                                                   










































pp.88-90, 1946.7.25, RPP1 1070）、あるいは「知る」（cf. MS135 pp.90-91, 1947.7.25）、「推







２項 ウィトゲンシュタインの立場と MIV へ向けた課題 
ふるまいのアスペクトを見る例を用いて、かれは自分の立場を明らかにしている。具体的に言
えば、「その子がイヌに触ろうとしているのだが、どうも勇気がでないのだということをわたし
は見てとる」（MS135 p.86, 1947.7.25, RPP1 1066）、写真の人物のまなざしに見入って「わた
しはその像を、ひょっとするとはじめて、実際の顔として見ている」（MS135 p.47, 1947.7.20, 

































































思われる」（RPP1 1007, cf. MS135 p.18, 1947.7.1574）、三次元空間に存立しうる色やかたちと



















ヴメント IV へ向けた予備的考察を行ったと言えるわけである。そして、『探究』第 II 部に照ら
せば、これは、アスペクトを主題化する xi-1 章を下支えする議論ということになる。 
  









































ない。（MS136 p.149, 1947.12.8） 
 
色や音を見聞きするときに使うのが、われわれがこれまで習ってきた「体験する」の用法である。



















これらの主要スレッドに照らし、本稿では、ムーヴメント IV を五つに分けることとしたい。 
 
MIV-1（MS135 p.146-MS136 p.100b, 1947 冬~1948.1.12）：心理学的概念の系譜１（ι） 
MIV-2（MS136 p.100b-126a, 1948.1.12-17）：MIV-1 のアスペクトへの適用（ε, ι） 
MIV-3（MS136 p.126a-MS137 p.5a, 1948.1.17-2.4）：心理学的概念の系譜２（ι） 
MIV-4（MS137 pp.5a-38a, 1948.2.4-3.25）：IV-2 で残された問題とアスペクトの総括（ε, ι） 
MIV-5（MS137 pp.38a-76a, 1948.5.28~夏）：体験の表出の自然誌における位置づけ（μ, γ） 
 
IV-1～4 において、心理学的概念の系譜に関する探究と、そのアスペクトへの適用が交互に考察
















77 MIV-2 の時期に書かれた手稿から『心理学の哲学２』355-414 節として載録された考察を後ろへ













図 9-1 心理学的概念の系図１（cf. MS134 pp.41-43, 1947.3.18, RPP1 836, 837） 
 
図 9-2 心理学的概念の系図２ 
（MS136 pp.3a-4a, 1947.12.18, RPP2 63, MS136 pp.27a-28b, 1947.12.24, RPP2 148） 

























































文によって表現される知のようなもの」（MS131 pp.41-42, 1946.9.19）だからである。 
では、行為でウィトゲンシュタインは何を考えているのか。日本語の行為に類する語をかれは









そう呼ばれてもいる。）（MS136 pp.16a-b, 1947.12.21, RPP2 111） 
 























し、考えることが活動でありうるのは、想像のなかで自分に話す（cf. MS135 p.154, 1947.12.9, 
RPP2 9 etc.）からである。同様に、解釈するとは「偽だと証明されるかもしれないような仮説を



































にわれわれの関心が向けられる。（MS136 p.75b, 1948.1.7, RPP2 254） 
 


























































































































p.104a, 1948.1.13, RPP2 357） 
 













































                                                   















































































な順序で描かれるということによっても叙述されよう。（MS136 p.106a, 1948.1.13） 
 








































































アイディア（cf. MS136 pp.104b-105a, 1948.1.13, 106b, 1948.1.14）（１項３参照）であり、もう






























（Phantasie）」（MS137 p.26a, 1948.3.3, RPP2 490）、「想像力（Vorstellungskraft）」（MS137 
























でもありうる」というゲーム（cf. MS137 pp.33a-b, 





                                                   
86 ウィトゲンシュタイン自身は、アスペクト盲の議論をある程度固めた（cf. MS137 pp.24a-25a, 
1948.2.19-20, RPP2 478-483）後で、このゲームを参照項として挙げている（cf. MS137 pp.33a-34a, 



























るというゲームに「活き活きと参加している」（MS137 p.33b, 1948.3.10-14, RPP2 536）一子に
対して、二子は印をいちいち読みとる必要があるということだ。 
さて、二子にできないこととは何か。それは、そのテーブルを「想像の世界で囲む（umgeben）」









                                                   
87 ウィトゲンシュタインは、このゲームにおいて子どもが自発的に「として見る」という表現を用い








もの〔立体的なもの〕として見ることはできないであろう」（MS137 p.24b,1948.2.19, RPP2 479）
という例が、一つ。また、このひとは「走っているひとの絵を運動の絵として見ることはできな
いであろう」（MS137 p.25a, 1948.2.20, RPP2 483）という例が、二つ目。最後に、ある三角形 a 
を倒れたものとして見ることを生徒に教えるための方法として、その三角形 a の横に倒れる前の



























（MS137 p.20b, 1948.2.14, RPP2 464） 
・「わたしはいまそれを頂点として見る――いまはこれを〔頂点として見る〕」（RPP2 483, cf. 
MS137 p.25b, 1948.3.3 
・「立方体を、あるときは立てられた箱として、あるときは横になった箱として見ることができ
ないひと」（MS137 p.26a, 1948.3.3, RPP2 490） 
・側面と底面のアスペクト。これらのアスペクトに盲目であったとすれば、そのひとには何が
欠けているのか。――想像力（Vorstellungskraft）と答えることは無意味ではない。（MS137 p.30a, 


































                                                   
加え、「わたしはこの顔のなかに、恐怖を見る」（MS137 p.37a, 1948.3.24, RPP2 552）といったケー
スも、ここに含められるのではなかろうか。というのも、「表情とは、こう言うことができよう、表




（MS137 p.31a, 1948.3.8-9, RPP2 513）からである。 
92 ウィトゲンシュタインは、アスペクト盲を定義したこの時点では、この種の事例について語ってい
ない。しかし後でもみるように、アスペクトに気づかないひとが見てとらないものの典型として、二
人の顔が似ていることを挙げている（cf. MS137 pp.37b-38a, 1948.3.25, RPP1 556）。 





































































































五分間……として見よ』と、むろんひとは言うことができる」（MS137 p.34a, 1948.3.10-14, RPP2 
539）と、アスペクトが持続可能な状態であるということは、はっきりと認める。ただし、「これ
が意味するのが、その図形をこのアスペクトのまま、平衡を保っていろということであるのなら」
























































































































４項 まとめ――MIV-1~4 の準備稿における位置づけと『探究』第 II 部への影響 


























MIV-1~4 の考察が二つの「見る」にまとめられた直後（1948 年 3 月 25 日）から、およそ二ヶ







































えてみたい。それは、かれは信頼できない（cf. MS137 p.60a, 1948.6.14, RPP2 602）ということ
であろう。かれはふりをしているかもしれない、真実を告白していないかもしれないという疑い
が生じることは、実際にある。このような不確実さは「実践的かつプリミティブなもの」（MS137 
p.38b, 1948.5.28-29, RPP2 55896）であり、内的な過程に疑いを向けることは「本能的なふるま
い」（MS137 p.58a, 1948.6.30, RPP2 644）なのだとさえ、ウィトゲンシュタインは言う。 
当然ながら、「内的なものがわたしには隠されているように思えるというのは、極めて特殊な
．．．
ケースであって」（MS137 p.38b, 1948.5.28-29, RPP2 558）、「恒常的な不確実さ」（MS137 p.39b, 
                                                   
96 タイプ原稿では 558 節の二文目に入れられているが、手稿では 560 節の後に書かれている。それ
ゆえ、この考察を書いた当初、かれが「実践的かつプリミティブ」な不確実さが表現されていると評
したのは、「ひとがわたしにとってときに透明であったり、ときに不透明であったりする」（MS137 
































（RPP2 614, cf. MS137 pp.52b-53a, 1948.6.2197） 
 
たとえば、何かを食べたあとの表現として、反応 A と反応 B の二つしかない人びとがいたとす











































（MS137 p.52b, 1948.6.21, RPP2 614）こと、そうした「しるしの規則」（MS137 p.65b, 1948.7.3, 






（MS137 p.64a, 1948.7.2） 
 
こころに関する不確実さを記述するために必要なのは、「人間の状況の複雑なあり方と多様性」




































この「生活の図柄」というアイディアは、この後さらなる精錬を経て、『探究』第 II 部 i 章に
組みこまれることになる。 
 
                                                   
98 われわれの言葉と行為が無数に重なりあう、このような状況を言い表すために、「雑踏」という表
現もかれは用いている。「その背景とは、生活の雑踏であり」（MS137 p.54a, 1948.6.22, RPP2 625）、

































































































































































いは知と似た伝達もしている」（MS136 p.114b, 1948.1.15, RPP2 378）ということである。それ
ゆえ、「見る２」の適切な配列をみいだすということは、かれの言葉を引けば、「それは……の限





















































TS232（『心理学の哲学２』）をタイプした後、1948 年 10 月 22 日から考察が再開される。翌















が、現在の『探究』第 II 部ということになる。『探究』第 I 部完成からおよそ三年にわたる「心
理学の哲学」が、ここに結実したと言ってよかろう。 
『ラスト・ライティングス』の二次手稿という性格に鑑み、本章では、その思考の展開を逐一
                                                   
99 これには日付が書きこまれておらず、作成時期について、いくつかの推測が立てられている。『ラ
スト・ライティングス２』の編者は、1948 年晩秋か 49 年の春には書かれはじめているとし（LW2, 
Editional Preface）、『探究』第 4 版では、MSl37 後半と同時期とされている (PI，Editional Preface 
to the Fourth Edition，p. x)。また、フォン・ライトは、 49 年 4 月から 5 月にかけてのウィーン滞
在中に作成されたと推測している（vonWright(1982) p.134）。 










102 i 章、xiv 章は途中に挿入される。また xii 章はすべて『心理学の哲学１、２』から載録された。 














































































る。そして、後者を示すために「ウサギ像（H(asen) Bild, Bild-H(asen)）」（LW1 467, 532）とい















像（innern Bild）」（LW1 442, PI2 xi133）や、「わたしの視覚印象とは、やはりスケッチではない！
それは、これなんだ。わたしが他のだれにも示すことのできないものだ」（LW1 440, PI2xi132）と
いった答えが、批判的に検討されている。また、アスペクトの転換が叫びによって表現されるといっ
た指摘（cf. LW1 474, 468, 491, 549-553）は、それがどのように表現されるのかという表現に関す
る問い乙の考察と言える。 
























































14, RPP2 539）ということである。 
つまり、A（ウサギ-アヒルの反転図形）と B（ウサギ）は別の対象でありながら、それでも、
アスペクト転換の後その平衡状態が保たれているかぎりは、A は、すなわち B なのである。「…
…像」というアイディアで、ウィトゲンシュタインが言おうとしているのは、こうした A と B と
の関係ではないだろうか。 
準備稿を振りかえれば、この関係性がもっともストレートに現れていたのは、「人間の身体は、



















A を B として見るということが A を B という別のものと関係づけることであるとすれば、そ
のために必要なのは、まずもって B について「知って」いるということ、またそれとの関係を「考
えている」ことであろう。そして、B に適切な文脈を「想像する」必要がある場合もあろうし、
とりわけ A があいまいな場合には、そこにある特徴を「解釈する」ことによって、それを B とし
て見ることができるようになることもあろう。しかしながら他方で、A がもはや B「である」と
いうことは、わたしはそれを B として扱い、B であるかのような態度をとることでもある。ここ
に、「この場合を見ると呼ぶことの意味」（LW1 665, PI2xi193）があると言えよう。 
つまり、「ここで、たくさんのわれわれの概念が、交差する
．．．．





















































































































































１１章 『探究』第 II 部の構成と目的 
 
準備稿から二次手稿までの展開を振りかえってみれば、『探究』第 II 部 ii～xi 章は、おおむね
スレッドの登場順に並べられていることがわかる。その完成度に応じて、『ラスト・ライティング
ス１』の記載に置き換えられる節がほとんどであるような章もあるとは言え、準備稿での思考の
順番が、『探究』第 II 部でも再現されたと考えてよかろう。 
これらの章の内容をみるまえに、残りの i, xii～xiv 章がどのように構成されたのかを、先に述
べておきたい。i 章の要点は、「『悲しみ』は、生活という織物においてさまざまなバリエーション
でくり返される一つの図柄（Muster）をわれわれに記述している」（PI2i2, cf. LW1 406）という
一文にある。「悲しみ」といった心理学的概念は、ある特定の生活、概念によっては、言語を使う























れが気づくような何がしか〕に関する教説である」（MS133 pp.57r-v, 1947.1.11-2.12, RPP1 692）
というのが、ウィトゲンシュタインの心理学に対する評価である113。 
                                                   
111 準備稿においては、「心理に関する不確実さを記述するための新しい概念」「新しい概念世界」
（MS137 p.64a, 1948.7.2）として導入されたが（８章３節）、第 II 部において心理学的概念により
広く適用された。 


















































以上の考察を踏まえ、第 II 部の構成を一覧で示す。 
 
図 11-1 『探究』第 II部の構成とムーヴメントの関係 
位置づけ 章（節）番号 スレッド 登場ムーヴメント（本稿章番号） 





ii (7-16) 多義語の意味（β2） MII（６章２節） 
iii (17, 18) 表象像と志向性の関係 MII（６章２節） 
iv (19-26) こころの像 MII（６章３節） 
v (27-34) 心理学（θ） MII（６章３節） 
vi (35-51) 意味感覚（δ） MII（６章３節） 
結論 vii (52-55) 像（κ）（例：夢（λ）） MII（６章２、３節） 
派生的考察 viii (56-66) 運動感覚（π） MIII（７章１節） 
ix (67-85) 内観（ζ） MIII, LW1（７章１節） 
x (86-110) 信じる、思う（η） MIII, LW1（７章１節） 
概念の使用法 
（問い丙） 
xi (111-364) アスペクト等  
|xi-1 (111-261)  アスペクトを見ること（ε） MIII~IV、LW1（７章～１０章） 
|xi-2 (261-300)  意味感覚の表現（δ） LW1（１０章２節） 
i 章と関連する考察 |xi-3 (301-364)  他人のこころ（μ） MIV, LW1（８章３節） 
総論 xii (365-367) 概念形成（γ） MI（５章２節） 
追加的考察 xiii (368-370) 思いだす（λ） LW1, MS144 























































その目的を心理学的諸概念の分析と考える Hacker, Schulte らに代表される解釈（一）、ウィトゲ












                                                   





























たし、またそのために必要なのは「新しい表現」だとされた（cf. MS131 pp.48-49, 1946.8.15, CV 
p.55）。そして、概念的探究によって見いだされるのは「新しい配列」 であった（cf. MS134 pp.153-







                                                   




































ることができたからである（MS131 pp.29-30, 1946.8.12, RPP1 243, ６章２節）。いわば、「意味
を体験する」などと語っていたときの体験を、「言葉が意味で満たされる」という「像〔比喩、イ









                                                   
118 『講義 1946-47』には、ウィトゲンシュタインが自身の哲学的な方法論について語った記録が残さ
れている。Malcolm も同じ日と推測される講義へ言及しているが、講義録を作成した Shah, Jackson



























表 12-1 アスペクトを見るに関する二種類の探究 
目的 パラドクスの評価 概念的探究の役割 
哲学的な混乱の解消 難問の源泉 混乱した問いに代替されるべき考察 












                                                   
120 アスペクトを見ることと概念的探究の類縁性は、講義と同時期の手稿においてすでに指摘されて
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